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 皆さん、こんにちは。重井真琴です。この記事で
は私がスウェーデンでの留学に至るまでの思考経緯
を中心に、使った情報などを書かせて頂きたいと思
います。前半は主に私が留学を志した経緯について、
後半に出願や奨学金に関することが続くのでお好き
な順でご覧ください。既に研究室インターンでスウ
ェーデンにいるため、現地からの印象も含めてお送
りします。 
 
なぜスウェーデン｜研究と風土 
 
 留学先としてスウェーデンを選んだ一番の理由と
しては、日本の本州の蒸し暑い夏が苦手で、札幌の
ような涼しい地域に行きたかったからです。という
のは半分冗談ですが、私がスウェーデン農業科学大
学（以下 SLU）を第一志望とした理由は３段階に分
けられるので、以下に優先順位が高い順に書いてい
きます。 
 
１）関心のある研究グループ 
 北大工学部の頃から、水と衛生に関する研究分野
に興味がありました。きっかけは、当時の教授の人
格に惚れてこんな人になりたいと思ったことでした
が、その後、分野そのものにも強い関心を抱くよう
になり、将来は水と衛生の課題に取り組む仕事がし
たいと思うようになりました。そして私が修士 1 年

のときに、SLU の研究者の方が北大に短期滞在され
ており、その方のグループがずばり私の関心のある
水と衛生に関する分野の研究をしていたのです
（Kretsloppsteknik/ Environmental Engineering 
and Recycling group @SLU）。その方との出会い
がSLUを知ったきっかけであり、現在のインターン
でもお世話になっています。新卒就職も少し考えて
いたのですが、水と衛生、特に下水やその再利用と
いった分野に取り組む仕事となると、当時日本で就
職したいところを見つけられず、留学願望もあった
ため、進学先を改めて調べる中で、入りたい研究グ
ループの存在からSLUを第一志望としました。 
 
２）気候と言語環境 
 付随する理由としては、可能であれば英語が第一
言語ではない国かつ暑くない地域がいいと考えてい
ました。完全に好みの域なので皆さんの参考にはな
らないかもしれませんが、冒頭に書いたように私は
夏の蒸し暑さは苦手なので涼しい地域がいいなと思
っていたのと、初めての海外暮らしだったので、英
語が母国語ではない国の方が多少生きやすいかもし
れないと思っていました。実際に来てみて、街中の
サインや食事のメニューはほとんどスウェーデン語
ですが、話しかけたら英語は通じますし、大学内は
外国人も多いので英語が主に使われている印象を受
けます。個人的には旅先も含め現地言語習得は好き
なタイプなので、スウェーデン語も徐々に習いたい
なと思っています。しかし留学生が英語しか話せな
いからといって困ることはほとんどないと感じます。 
 
３）社会風土 
 スウェーデンを含む北欧のイメージといえば、リ
サイクルがさかんであったり、バイオガスを使った
バスが走っていたりという環境に配慮した取り組み
が有名かもしれないのですが、各個人への平等な配
慮も文化として根付いていました。世界経済フォー
ラムが 2018 年に発表した Global Gender Gap 
Reportの報告では、日本が110/149位なのに対し
スウェーデンは3/149位でした（1位アイスランド、
2 位ノルウェー）。現地に来てからは、性別はもち
ろん、年齢やその他バックグラウンド関係なく個人
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が尊重される空気を感じています。ワークライフバ
ランスも整っており、その眩しすぎるホワイトさは
日本で生まれ育った私からすると、最初は結構なカ
ルチャーショックでしたが、慣れてきてからは個人
も社会も Sustainable で安心するこの国の社会風土
から学びたいところがたくさんあるなと思います。 
 総じて、スウェーデンという魅力的な国に、興味
のある研究グループがあって、その中の方と繋がり
ができたというのが幸運でした。まだ冬を超えてい
ないので気候的には楽しい部分しか知らない気もし
ますが、現時点ではとても住みやすく良いところだ
なと思います。 
 
なぜまた修士｜人的安心網が第一 
 
 日本にいたとき最も聞かれたのは、なぜ北大で既
に修士号をとっているのに直接博士課程ではなく再
び修士課程に進学するのか、ということでした。そ
の理由は２つあります。 
 
１）改めて工学/科学の学びを深めるため 
 こちらをよく返答に使うのですが、私が北大でと
った食資源学の修士課程で学んだことは、工学や環
境科学というより、海外実習や様々な分野の講義で
培った学際的な知識と経験だと思っています。そし
て社会科学的な修士論文テーマに取り組んだ結果、
改めて科学的視点から水土環境に関する学びと研究
を修めた上で、博士課程に進みたいと思ったからで
す。国際食資源学院に進学したおかげで幅広い知見
と英語力を身に付けられ、その結果、就職ではなく
留学という進路選択をすることができたので、自分
の中では "また" 修士という認識は薄いです。 
 
２）人的安心網を広げるため 
 あまり表向きには話していない自分の中でもう一
つの大事な理由は、人的安心網を充分に構築する機
会、つまり現地で友達をつくる時間がほしかったか
らです。博士課程でもできるのでは、という言葉は
至極その通りで、実際に来てみて、ある程度の範囲
までなら可能だなとは思います。しかし、独自のテ
ーマで給与をもらいながら、仕事として研究を行う

博士課程の立場と比べたら、同じプログラムを複数
人で同時に受講し、様々な定期イベントも自動発生
する学生という立場は友人網の広げやすさが桁違い
だと感じます（自ら大小イベントを企画する姿勢は
前提としたうえでの私的比較）。これは、それぞれ
の人がどういう環境だったら自分らしく生きていら
れるかという生存戦略次第だとも思うのですが、私
の場合は、緩く広い人間関係の中に深い仲の友人達
が存在するような人的安心網をつくることでした。
日本にいたときからその安心網に支えられていたの
で、たとえ新たな土地でその人的安心網をつくるた
めに２年間という時間が追加されようと、その先で
ときに孤独な闘いになると予想される博士課程進学
を考えるからこそ、まずは修士の学生として過ごし
ながら、現地で居心地の良い安心網をつくろうと思
っています。 
 
なぜ留学｜踊る好奇心 
 
 なぜ留学したかったのか？私の場合この留学はや
っと第一歩や！涙！という感じなのですが、幼少期
から外の世界に興味がありました。留学したいとい
うか、人生 80 年くらいしかないなら 5～10 年くら
いで転々といろんな土地に住んで異文化に触れて暮
らしたい、世界中の人と交流したい、という好奇心
がなくならず今に至ります。その願望が根底にあっ
たので、地球上のどこにでも需要があり、自分が興
味を持てる仕事分野として水と衛生に惹かれました。
また、人生のどこかのタイミングで、国際機関等で
働けたらという願望もあります。もちろん、次世代
のためにより良い地球の未来に貢献したいという使
命感のような気持ちもありますが、研究も実生活も
今しばらくは好奇心に踊らされていく気がします。 
 
 
奨学金｜ロータリー財団に感謝 
 
 奨学金は本当に有り難いです。他の媒体にさまざ
まな情報があるので、ここでは私が奨学金をいただ
くロータリー財団の紹介させて頂きたいと思います。 
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 ロータリー財団のグローバル補助金は、海外の大
学院留学を考える日本人学生向けに存在する奨学金
の一つであり、ロータリー財団が提唱する 6 つの重
点分野（1．平和と紛争予防/紛争解決 2．基本的教
育と識字率向上 3．経済と地域社会の発展 4．疾病
予防と治療 5．水と衛生 6．母子の健康）のいずれ
かに該当すれば、応募が可能です。書類選考、一次
面接、二次面接を経て合格した場合、1～2 年間で
米貨 30,000 ドル以上の支援を受けられます。また、
応募に関しては各地域にある国際ロータリー地区
（日本の場合、全 34 地区）からの申請になり、そ
れぞれの地区で若干名の採用となるため、地区によ
っては全国一括選考の財団よりか倍率が低いことも
あるそうです。申請可能地区は住民票の登録地また
は日本で通う大学が存在する地区とのことだったの
で、私は北大が位置する第 2510 地区（北海道西部）
から応募しました。日本での選考を通過してからは、
留学先の大学近くに存在するロータリークラブに、
現地でのホストロータリークラブになっていただく
申請を進めることで、留学中に様々なサポートをし
ていただけます（このやりとりは日本のロータリー
クラブの方とともに行います）。私が奨学金申請で
ロータリー財団を希望した理由は、水と衛生の重点
項目があったからということとは別に、この現地ロ
ータリークラブとの繋がりができることがありまし
た。また世界規模の財団であるため、どの国でも知
っている人は知っている財団だということが有り難
いです。将来的にロータリー財団の使命でもある世
界理解、親善、平和の達成に貢献したいのはもちろ
んですが、まずは、奨学生として日本での活動や現
地ロータリークラブとの繋がりを活かし、留学生活
をより充実させたいと思います。 
 
 
英語｜IELTS は未だ 6.5 
 
 欧州は IELTS のスコアを受け付けてくれるところ
が多く、スウェーデンもそうでした。そして大学に
よって最低ラインは違いますが、SLU は全体で 6.5
以上であれば出願可能でした。私はこの大学院留学
の前まで長期の交換留学などをしていなかったこと

もあり、全体で 6.5 をとれるようになるまで 5 回ほ
ど IELTS を受験しました…。そして常にタイミング
が良い時期に札幌で試験が開催されるわけではない
ため、たまに本州で受験したりもした結果、出費が
かなり嵩んでしまいました…。リスニングとリーデ
ィングは集中さえできれば問題はなく、7.0 以上を
取れたのですが、スピーキングとライティングに苦
しみました。スピーキングは留学生友達に助けても
らい、ライティングは同時期に留学のためのスコア
取得を目指す友人たちと共に過去問練習、添削をし
あうことでなんとか達したという感じです（北大に
有志の留学したい学生が集う、留学英語会というコ
ミュニティがあるので、興味ある方はご連絡くださ
い。そこで出会った良き同志の皆に助けられて私の
留学は実現しています）。 
 そして、現在のインターンが人生において日本語
が通じない環境で 2 週間以上過ごす初めての機会で
したが、今のところ英語でのコミュニケーションに
困ってはいません。驚きです。来たばかりの 1～2
週間は日本の友人と離れて全然知らない土地に来て
しまった！という孤独感に苛まれましたが、その事
実を受け入れてからは、ありのままの自分でいさせ
てもらえる周りの優しさに救われて、楽しく過ごし
ています。次回 IELTS を受けるときは、せめて全体
で 7.0 以上は取れるようにしたいですが、何語であ
ろうとコミュニケーションにおいては、スコアより
度胸と人格！というのが持論です。北大にいたころ
から英語を使う機会をくれた留学生の友人達や講義、
ゼミ発表、留学生サポートデスクでの仕事に感謝し
ています。独りネイティブモノマネもおすすめです。 
 
出願｜Admission.se という一括サイト 
 
 2019 年秋から始まるプログラムに対し、2018
年夏頃に必要な英語のスコアを得た私は、そのまま
2018 年秋頃から出願準備を始め、2019 年の 1 月
に全ての書類を提出し、4 月 4 日に結果を知りまし
た。スウェーデンでは、学士修士を問わず全ての大
学 、 全 て の プ ロ グ ラ ム に 対 す る 出 願 を
Admission.se というひとつのウェブサイトから行
う仕組みになっています。そのサイトにて、自分が



 

 

大志を抱け、海外大学院留学への道/体験談/スウェーデン 

希望するプログラムを選択し、それぞれ必要な書類
をアップロードすることで出願が可能です。受験料
に相当する Application fee もそこから支払います。
全部オンラインで出来ることはもちろん、様々な疑
問や不安に対する答えも充実しており、なんと便利
なサイトだ！と感動したのを覚えています。そして、
スウェーデンは他の欧州諸国と同様で、出願におい
て必要なのは、身分証明書類、過去の成績証明書、
卒業証書、英語のスコア、Motivation letter（志望
理由書）が主で、その他大学によって別途追加書類
が必要という感じです。 
 正直、私の学部の成績は決して良いといえるもの
ではなく、交換留学で良い成績を修めた経験や学会
発表などの研究実績も何もない状態だったので、合
格は難しいかもしれない…と思っていたのですが、
微かな可能性を信じ志望理由書作成を頑張りました。
同時期に、各大学やプログラムの倍率情報をスウェ
ーデン語でまとめている公式サイトを発見してしま
ったせいもあり、厳しい数字を目の当たりにした私
は、思い切り狭き門ではないか…？と絶望しつつも
今更戻れないところにきていたので準備を続けまし
た。Motivation letter を作成していた時期は精神的
に結構しんどかったですが、自分の中で論理構成が
納得いくまで、暇さえあれば考えて、課外活動経験
も含めた自身の強みを惜しげなく晒すことを学び、
様々なサイトにあるMotivation letterの書き方を参
考にし、なんとか形にした後、既に留学経験のある
日本人の友人や、留学生の友人、Motivation letter
の添削経験が豊富な教授といった方々に添削をお願
いし、お陰様で奇跡的に合格することができました。
添削で助けていただいた方々に本当に感謝していま
す。合格の画面を見たとき、あのとき諦めなくてよ
かったなあと涙がにじみ、心が震えたことはこの先
も 忘 れ な い だ ろ う と 思 い ま す 。 ま た 、
Admission.se では合否判定において自分がどれく
らいのMerit rating 評価を受けたかも示されるので
興味深かったです。 
      
大志を抱け！｜海外大学院留学への道 
 

 自分が大学院留学を考え始めた頃、参考にしてい
たこのサイトに寄稿できることが嬉しいです。あり
がとうございます。留学に興味がある方はぜひ他の
方の体験談も読んでみて下さい。 
 ４月中旬に初めてスウェーデンに来てから、日本
への一時帰国期間を抜くと、まだ３か月程しか経っ
てはいないのですが、このインターン期間を経て少
しはスウェーデン（ウプサラ市）やSLUのことを知
れた私は、これからの修士課程をここで過ごせるこ
とを心から嬉しく思います。まだ先の長い人生、ど
こにいても苦楽様々あると思いますが、朗らかに楽
しもうと思います(́▽｀) 
 
Pojkar och flickor, vara ambitiösa! 
Boys and girls, be ambitious! 
 

 


